
事業所名 グループホーム悠遊荘              

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和 ４年 ８月 2５日（木） １４：００ ～ １５：００ 

参 加 者 議   題 

民生委員      ２名 

地域住民の代表者    ４名 

利用者家族     ２名 

地域包括支援センター職員    １名 

市職員           １名 

事業所       ４名 

１．７月、８月の活動報告 

２．事故報告 

３．研修 

４．身体拘束適正化検討委員会 

５．質疑応答 
コロナ感染拡大のため 

運営推進会議を書面開催とさせて頂きました。 

会    議    録 

  

１．７月、８月の活動報告 

７月  

２日（土） しなのクリニック健康診断１名 

４日（月） 往診 

５日（火） 訪問マッサージ 1 名 

７日（木） 七夕会レク焼肉パーティ、スイカ割り、金魚すくい 

９日（土） しなのクリニック健康診断 2 名 

１３日（水） しなのクリニック健康診断 2 名 

１６日（土） H 様 眼科受診 

２１日（木） H 様 家族とあさいクリニック受診後、陶生病院入院 

２４日（日） 消防訓練 地震により火災発生を想定に訓練 

２５日（月） K 様 なかむら泌尿器科受診 

３１日（日） H 様 陶生病院より退院 

８月 

１日（月） 往診 ワクチン接種 

５日（金） H 様 なえば歯科受診 

６日（土） 理美容 N 様 歯科受診 

１０日（水） ドライブ３名 瀬戸市内 

１５日（月） ほっとにて ワクチン接種１名 

２３日（火） 中村泌尿器科受診１名 

 

２．事故報告 １件 

K 様 女性 

７月２１日（木）9 時２０分 中央トイレ前 

車椅子を自走にてトイレに向かい、中央トイレ奥手すりの前で自ら立ち上がろうと

してバランスを崩し床に転倒。外傷なし。 



 

３．研修 

⑴ 内部研修 

8 月 8 日（月）職員会議にて 

*新型コロナウイルス感染症の理解 ⇒ 別紙資料参照にて確認 

新型コロナウイルス感染症の第 7 波は、感染力が強いと言われるオミクロン株の

BA.5 へ置き換わりが進んでいることもあり、愛知、岐阜、三重の東海 3 県が足並み

をそろえ、BA.5 の対策強化宣言を発出。【愛知県全域 8 月 5 日~8 月３１日】 

宣言に基づく感染防止対策の徹底を‼の打ち出しがあり、職員は引き続き手洗い、

マスク、うがいを徹底する。 

⑵ 外部研修 

愛知県認知症グループホーム連絡協議会 

２０２２年度三河支部合同研修会 講師 早川正弘 

テーマ『認知症のお年寄りの方とのコミュニケーションの向上を目指して』                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

zoom 参加 ８月２３日（火）１４：００～１６：００ 

認知症の方とコミュニケーションが難しいのはなぜか？ 

声掛けや傾聴によって顔の表情から感情を取り入れて言葉に出す。 

 

４．身体拘束適正化検討委員会  

8 月 8 日（月）職員会議にて開催 

 「不適切なケア」について 

  明らかな虐待（意図的な虐待）もあるが、たとえ自覚なく行っていたとしても正し

いとは言えないケアを「不適切なケア」と呼ぶ。ケアを行う上で必要と思ってやっ

たこと、安全を守るためと思って言った何気ない一言が「不適切なケア」にあたる

場合がある。 

排泄、入浴、食事介助など必要なケアであっても、配慮が足りず利用者様の心を傷

つけた場合や、ご本人が嫌がっている場合も「不適切なケア」になる。利用者様の

安全や健康を考えやむを得ず望まない対応をすることもあり、すべてが介護される

側の思いどおりにならないこともあるが放置しておくと虐待に繋がる危険性があ

る。 

高齢者虐待防止のためにも介護される立場になってケアすることが大切。 

 

改善のポイント 

① 介護者の接遇意識と介護スキルを高める。 

② 施設の介護理念や運営に関する具体的方針を明確にし、共有する。 

③ 利用者様と介護従事者、職員同士、職員と事業者という人と人との信頼関係を 

最優先する。 

 

 

 



 

６．質疑・応答 ご意見 

 Ｑ．７月２４日に行った消防訓練の実施結果を教えてください。 

Ａ．昼食準備中地震による火事を想定して行いました。テレビを見ているときに地震に

より台所から出火、元気な方は頭を抱えてリビングのテーブル下にもぐってもらい

ました。車いすの方は玄関に先に移動してもらいました。事前に利用者の方には訓

練を行うことを話していたのでスムーズに避難していただきました。 

 

次回開催予定  １０月２７日（木）予定 

 

 

 


